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1988-89年度の年間プログラム

西口光

上はじめに

本論はアメリカ・カナダ大学連合日本研究センター(以下、 「セン

タ -J と略称する。)の 1988-89年度のプログラムの報告である。現

在のセンターのプログラムの概観及びプログラムを構成する各コース

の自的及び内容については紀嬰11号の小松論文で、紹介されている。本

論では、この小松論文を前提として、 88-89年度の年間プログラムを

紹介し、さらに、主に年度後半の各コースの具体的な教育内容を報告

する。

仏教

1.年間プログラム

年間プログラムの状抗は表1に示されている通りである。本年度は

第五週白から第18i圏固までが前半で、第19理屈以降が後半となる。

2. 年度前半の教育

年度前半の教育は概ね87-81<年度の教育に準じた形で行われた。

午前のコ…スの中では、会話口及び会話Eで教材の改訂が日われ

た。会話豆については、第l限で全期間を通じて展開されるストー

リー性のある会話を材料に具体的な登場人物が農関する言語行動を学

晋し、第Z限でその言語行動を行うために必要な機能表現を学習し、

そして、第3隈で第1~良と第2限で学習したことをもとに応用的な場面

で学智目標の嘗諾行動を練留する、という形で授業を進めることによ

り教育効果の改善を図ることとし、それにともなって教材も改訂され
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表 1 88-89年度年間プログラム状況

選 日付 休日 午 持リ q: 後

9/ 1-2 〕オワエンテーション、プレイスメント/プロフィシェンソー・テスト、

2 5-6 インタビュー

2 7-9 ]コンプワへンション l 
3 13-16 木

4 19-23 f並

5 26-30 

6110/3-7 

7 10-14 月 10/11 会話 l テスト l

8 17-21 会話 II 一①

9 24-28 

① 10/31-11/4 秋見日休椴

10 11/ 7-11 
会話 l証…①

11 14同 18 11/14: ミニ発表会

12 21-25 7]< 

13 28寸 2/2 コンプリへンション 怒

14 12/ 5-9 
]錨立一②

15 12-16 12/15:号?有印bhン

② 12/19-1/6 冬期休暇

16 1/ 9寸3 ]会話淑ー②
17 16叩20 jヨ 1/19: ミニ発表会

18 23“ 27 会話証一③

19 30-2/3 
月へ合のH と III: コンプリヘンション W

20 2/ 6-10 
jヨと水の 1 : 1 SJll 

21 13寸7
火と木の 1 :会話IV Gì;お命会)

22 20-24 

23 27-3/3 

24 3/ 6-10 

③ 3/13ω3/24 選手期休暇

25 3/27-31 
ク';!，-ープ・リー

26 4/3-7 
デイング、

i翠択

27 10-14 

28 17-21 
リーディング・

29 24-28 
チニ丸一トリアル

④ 5/ 1 叩5/5 ゴ-)!，-7'ン -ウィーク

30 5/ 8-12 プロジェクト・

31 15-19 ワーク、

32 22叩26 事月間ワーハョ 11、

33 29-5/31 会j議会(選択)

33 6/ 1ω2 プロフィシェンシー・テスト

34 6/ 5-6/9 発表会、芸科濁

円
。

ρ
h
u
 



た。また、会話盗では、従来の談話構成練習に加えて、談話を構成す

る語法や文芸誌の解説及び練習を強化した。

午後の各コースでは、教材に対する学生の興味や皮応また教

材の話題性や時事性に対応して毎年適宜教材の差し換えを行ってい

る。 Z本ド年度各コ一スで

(1) コンプリへンシヨン I

1.たずねる 2. ことづける 3. 趣味・経験

4. 町の中の店

(2) コンブリへンション II

l.野毛ストーリ… 2. 日本人と余暇

5. 家族の役割 6. 高齢化社会と描社

(3) コンブリへンション霊

3. ひと

7. 結婚

1.日本の開国 2. 世界と臼本 3. 大学と大学生

4. 住まいと文化 5. 戦後史の中の日本人

7. 校員IJ 8. 環境造形

4. 旅

6. 日本の麗用制度

* 9. 都市と環境 * 10. 労働と余暇 *11.子連れ論争

* 12. 健康とスポーツ

〈彬は、選択ユニットで、各クラスでこれらの中から2つ選ぷ。)

3. 年度後半の教育

前年度の反省のうちの大きなものの一つに、コンブリへンションN

と選択コースの性格づけが駿昧であるということがあった。本年度

は、この駿昧さを解消し、学生が自分の興味と専門によって一層適切

なコースが選択できるようにプログラムを改訂した。コンブリへン

ションWの方は従来週りの統合的アプローチによる興味艇のクラスと

した。一方、選択コースは学生の専門領域の臼本諾を学習する分野別

日本語のクラスからなるA群(週2由〉と、漢字クラス、映画・ドラ

マ及びその他の学生の希望や学習上の必要により設けられるクラスか
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らなる B群(週1回〉に分けて行われた。また、 ISJ II については、

前年度はコンプリへンションWのクラスで適宜行うとされたが、それ

では指導が中途半端になってしまうという反省から、本年度は全クラ

スとも月曜日と水曜日の第l限目をこの指導にあてた。その他のコー

スは概ね従来通りの形で行われた。以下、コンブリへンションIV、選

択コース、グループ・リーデイングとリーデイング・チュートリア

ル、プロジェクト・ワークと聴講、の順で各コースの状況を報告す

る。

(1) コンプリへンションIV

先述したように本年度のコンプリへンションIVは興味別コンブリへ

ンションとして行われた。コース及び各々の内容は表2の通りであ

る。コースを提示する段階では、下記の3 コースの他に日本事情の

コースも準備していたが、学生が下記の3コースに集中したので3コー

ス体制で行うこととした。とりわけ大衆文化コースは3セクションと

非常に多くなったため、全課程の約3分のlを各クラスで学生の興味に

より選択できるようにした。表中の a は選択ユニットを表す。

表2 88 -89年度 コンプリへンションIVの状況

コース 内 4企ヨ~

ビジネス・社会 創業者、通産省、家庭と子供、政治と人、外資企業、リクルート

( 2 セクション) 問題

政治・社会 創業者、防衛問題、第 2 次大戦の終結と天皇制、政治と人、プッ

シュ新政権と日米関係の展望、リクルート問題

大衆文化 漫画、広告、浮世絵とポルノ、歌舞伎、映画、 *演劇、 ‘祭り

(3 セクション) -旅行、 明、るた、 ・演歌、 市落語
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(2) 選択コース

選択コースは表3のようなコース及び、内饗で、行われた。選訳B の新

開・ニュースは選択Aで新聞・ニュースを取らなかったが新聞・

ニュースの学習を希望するという学生のために設けられた。また、本

年度は和歌、俳句、詩等を研究するあるいはそれに興味をもっ学生が

多数いたので、詩歌のクラスを設けることとした。女性問題及び漢文

のクラスは学生からの希盟による。文法復習クラスは文法の復留を必

要とする学生及びそれを希望する学生を対象に設けられた。

表3 88-89年度選択コースの状況

<選択A>

コース 内 何廿々・

社会学・人類学 祖父江孝男「文化人類学入門J (中公新勢)

中根千枝、鈴木孝夫、こと居鍵郎、資木保の事手緩からの抜粋

NHK市民大学語審R1à í男女差と文イヒ」、 「日本の女性研究j

家永勝三「歴史を見る限」

I去 律 法律文懇談解基礎知識の養成、慾法の中の天皇室、日本の司法制

皮、法怒議、家族法、ビジネスと法律、最近の半IJ例など

現代文学 E芝居激石「三四郎」、Jl I端康成「雪濁J 、長室尾敏雄 f警察の中の尽

予言J 、遠藤周作「影法師j 、漆島佑子 f符丁」、石Jl I浮 fだから

いわないことじゃないJ 、芥Jl I総之助「級生内J 、日本文学の議

演 2 額、近代文学館見学

古 輿 右文撃波の f文諮文法j を中心に文法を学習、かっ古典文学鍍滋

のために古典の名作の抜粋を読む。 í奥の納滋J 9 呂、 「尽ヌド永

代議J 3 回、 f徒然、禁J 3 也、その他「方丈記」、 「王手家物語J 、

「枕主主子」、 「今昔物諮J 、 íñ渓氏物諮」、 「堤中納言物諮J 、

「紫式部臼記J 、 「伊勢物語J など

66 



新聞・ニュース i 取り上げた記翠・ニュースの話題:国際収支、内閣改造、天泉街!

(2 セクション) I 樹、滋都論、横浜博覧会、外国為主主・金融、貿易摩擦、 FSX共

同開発、春闘・労働、裁判傍聴メモ訴訟、選挙、経済動向、中ソ

首脳会談など

<選択日>

コース 内 "仕相

務 寄大 大関信「折々のうたJ (岩波新機)全14回

新聞・ニュース 国際収支、天髪御願、内閣改造、渡部論、外層為替・金砲、貿易

(3 セクション) 際擦、春闘・労働、中ソ首脳会談

映翻・ドラマ 「男はつらいよJ 望郷鱗、 「脅春残酷物誇j 、 f泥の湾j 、 「わ

(3 セクション) がきをわしの友j 、 「終j

女性問題 「ハガキ通信にみる B本女性研究J (婦人公論)、男女藤用機会

均等法と 1 3 年後の記翠(臼経ウーマン)、 「男の自立と労働

総合j 、 f夫婦だって別姓名多発ってもいいじゃないj 、 「ウーマ

ン・リブ登場から80年代論争J (フェミニストの周辺)、 「努と

家事」など

漠 文 “An Introduct卲n to Kanbun" 及び自支教材

望主 字 ASJ淡字シート、どデオ「ミニミニ漢字辞典j 、ゲーム的な滋

字クイズ、熱諮・関巡語・反対諮等の拡充

文法復習 ASJの表現線習、会話湿の復習

(3) グループ・リーデイングとりーディング・チュートリアル

選択コースAの分野別日本語では各分野の一般的な語い・用語・語

法等を学習するとともに、代表的な作品を読む。また、教材の選択や

単語表の作成は教部が行った。これに対し、グループ・リーディング

とリーディング・チュートリアルでは読み物の選択についても学生の

希望が受け入れられ、単語表の作成なども学生が磯極的に行う。本年
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度のグループ・リーディング及びリーデイング・チュートリアルの状

況は表4、表5の適りである。

表4 88-89 グループ・リーデイングの状祝

グループ 読 み 物

文 $ 与 ① cþ上健次 f主事木J 、 「化粧j 、 「修験J 、 「欣求J 、 「議潔j 、 | 

「浮島j 、泉鏡花「高野袈j

文 学 ② 村上春樹 fノルウェーの森」

文 弓Aふ二4 ③ 向田邦子 ril、わうそj 、 「だらだら坂J 、 「犬小農j 、正宮、変箆哉

「小僧の神様」

法 律 篠塚昭次 f民法 よみかたとしくみ」、青山紘一・山田森一「知

的所有権の攻防」

'刀=-て? 数 桑原博史「西行物語J 、栄西 f興禅譲密論j 、道元「弊滋話j

ビジネス 営鶴男「日本経済これからどうなる J 、博報2芝生活総合研究所

r r分衆』の誕生j

日本文化 田中俊子「江戸の想、像力J 、九鬼周造 r rいき 3 の構造」、奥野

縫男「原風去を」、中村泰彦「戯作論j

人 類 Aづu.一 荻原音太郎「職工の語るその歴史 町工場からj 、青木秀男宿他谷

r r苦手せ場』研究の諮問題J 、手塚和彩「外盟人労働者j 、

京子「アジから来た花嫁j
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表5 88叩89 年度 リ…デイング・チュートリアルの状況

学生の専門 幸拶dEae み 物

文 学 r"j'吉増筒IJ造詩築J 思潮社、現代詩読本 f現代詩人問j 怒潮社

科 学 史 井村路孝全 f中国疫病考J (地方誌に記載さ主た〕

東アジア研究 井上光貞 f 白木の歴史j 、

小林行機 f古演の話j (朝日新開の記毒事)

ヰs コ 3吾 学 伊藤千選手「燃える cþp誇3料、外務省「ニカラグア共和国概観j

ジャーナリズム 東洋経済、 B経ピジネス、エコノミスト害事に絞った「石治築界の

規制緩和j に関する記者契

民 {谷 A弓主ん与 佐藤健二 f殺害警空間の近代J 、岸田秀「幻怨、を諮る①J

燈 史 堀E芝「液朝の留璃統治についての二、三三の諮問題J 、 5J3J自明「中

央アジア史研究j

言言 議 品与品広与, 井出4羊子 f言言穏と性差」、 F. C. パン「臼本語の男女差J 、弁上史

縫 fj言語変化と社会言語学J

東アジア研究 (AERA)箆間隆夫「自民党議員に関く米国観j 、 fポー)[，・ヶネデ

ィへのインタどュー記事J 、三瀦展「ライフスタイルのセカンド、

ウェアJ 、 「日ana初さんの出現J

美 術 中村英樹 f鮮烈なる断片一日本の深腐と創作現場の接点一J

(4) プロジェクト・ワークと聴講

本年度は学年の始めにプロジェクト・ワークの予告を行い、また、

冬休みに入る前にプロジェクト・ワークの要領を解説するとともに前

年度のプロジェクト・ワークの作品や発表の状抗等のピデコ?を見せ

て、事前にかなりプロジェクト・ワークに向けてのオリエンテーショ

ンを行った。その効果があってか、学生は比較的スムーズにプロジェ

クト・ワークを開始し、非常に轍盤的に取り組んだ。また、

示されたようにその成果も非常に立派なものであった。進め方の萌で

はまだ課題を残すものの、 4年前に実践という名でスタートしたプロ

ジェクト・ワークはセンタ…のプログラムの仕上げ段階の1 コースと
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して大きな位置を占めるようになってきた。本年震行われたプロジェ

クト・ワークは表6の還りである。

表6 88-89年度 プロジェクト・ワークの状抗

学生の専門 ア
ヨ、ヴ

ビジネス、法徐 横浜博覧会とMM21について

文 学 文学作品を響く

'" コ
き，忍口 学 ニカラグア問題

ビジネス、 天皇制について

ジャ…ナリズム

法 徐 士i担下巡絡での簡売について

建 築 MM21内の日本研究センターの設計

民 {谷 A竺2「4 会主主の地酒について

事ミ 術 総生派の作家の作品について

政 治 み弓ふ二ゐ FSX問題

予定アジア研究 Hanakoの世代一現代日本のOL について

ニ玄コ 5努 A寸Mh与 女性言言葉と努性雷繋

人類学 (2 名〕 寄せi還の研究

ビジネス (2 名) 相撲

文学、 河重量

策アジア研究

法律、言語学、 国終結婚

文学

一方、本年度は聴講の方も希望者が多く、 13大学に20名もの学生が

った。うち12名は横浜市の教育課の斡旋により聴講の機会を

りの8名は知人等の紹介で聴識の機会をつくった。本年度の聴

講の状況は表7に示された過りである。ちなみに、聴講とプロジェク

ト・ワークの両方を行った学生が本年度は8名いた。
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表7 88-89年度聴識の状況

大 十.llゐ 学部/学科 内 n廿~・ 学生の専門

関東学院女子 00文学部 現代文学 文 Aづふこんa 

短期大学

横浜国立大学 経済学部 国際関係の演習 ビジネス

横浜国立大学 経済学部 知的財産機械税 法 宇事

策京大学 策洋文化研究所 宋の時代の歴史 科学史

早稲回大学 法学部 民法総員IJ 法 宇事

横浜国立大学 教育学部 13蕉のi選句 文 さ事

横浜市立大学 文学部 古典文学 文 学

横浜市立大学 文学部 現代日本文学 言言議学、文学

日本大学 哲学科 機仏教の演習 仏教学(2名〕

神奈川大学 工学部 日本の建築史 建築( 2 名)

慶応大学 文学部 仁和国近代史 底 史

明治学続大学 文学部 社会言語学 f問 室問主主 寸選沙

横浜国立大学 文学部 考古学 予定アジア研究

学習院大学 文学部 臼ヱドの美術史 奨都ij 5た

一橋大学 社会学部 女性学 ジャーナリズ

駿応大学 文学部 臼本美術史 美 術

成城大学 文学部 現代日本文学 文 ザA比ー

4. 発薮金

従来と同様本年度も年度の終わりに2日間にわたり発表舎が行われ

た。発表購闘は表8'こ示された通りである。 と表6を対応させて見

ればわかるように、 15のプロジェクト・ワークのうち 14までが発表に

結びついている。また、発表は全般的にピデコずやスライド、 OHPな

どを効果的に使ったものが多く、 AV時代にふさわしいものであっ

fこ。
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表8 88-89 発表題目と発表に関連する研究/学習

注 PWはプロジェクト・ワーク、 GRはグ

発 ま受 塁悪 自

国災の妖↑釜薗について

河 ( 2 名〉

FSX問題について

者ß心臨海部総合撃さ備選~;z何十甑/ハ7 '89(2名〉

MM21内の日本研究センターを考える

誉議と I旅怒. ，きき j習の記号捻

ワインの球

rHanakoJ さんの出現

駅機内店舗の問機について

石泌重量界の規制緩和

包ヌドと世界経済に関する一つの見透し

称名寺について

古墳の話

中国と 87.ドの疫鬼

瀦朝に於けるイエズス会神父とイスラム人の

側女一乾隆手持のエキゾチック・ショーケース

をめぐって

国際結婚 (4 名〉

お枢撲について (2 名)

浮世絵における退廃という概念について

街

E晃代人の内なる天皇 ( 2 名)

言若返における男女差

自主主と男女平等

現代白木文学について

日本の詩歌を読んで
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ループ・リーテ'イング、 RTはリーデイ

ング・チュートリアルを表す。

発表lこ関巡する研究/学習

総書奪

P可f

PW 

PW 

PW 

PW 

PW 

PW 

Eミ?

聴講

RT、聴講

RT 

RT 

PW 

PW 

PW 6砂

PW 

RT、 PW

選択:女性問題

GR、磁講

選択:詩歌、聴講



非常口がない時(吉増陶迭の詩から) RT 

谷口雅妻ß- 吟“区切り"を越える笑術 PW、 RT

仲間に出会ったらー室寄せ場研究中間報告(2 RT、 PW

名)

111. おわりに

センターでは、 87-88年度にプログラムの大幅な改訂そ行い、本年

度さらに部分的な改訂を行った。昨年度の改訂により、プログ
ラムの

前半で、全ての学生に必要と考えられる日本語による社会行
動能力と

一般的な内容表現能力及び専門家としての高度な日本語能力の
基離そ

盤成し、後半で個々の学生の興味やニーズに対応した個別的
な専門的

日本語能力を盤成する、という方向が明らかになった。さら
に本年度

の改訂では、コンブリへンションWと選択コースの性賢が明らか
にさ

れ、選択コースで分野別日本語を設けることにより各分野で
必要な基

礎的な日本語能力を養成し、その上で、グループ・リーディ
ングや

リーディング・チュートリアル、あるいは、聴講、プロジェク
ト・

ワークを符う、という方向が明らかになった。これは、個々の
学習者

のニーズに対応して教寄目標を設定し教育内容を決定するとい
う従来

の「学習者中心のアプローチJ を行いつつも、一方で、教育目擦を逮

成するための学習の効率を重視する「学習中心のアプローチJ (cf. 

Hutchinson and Waters 1987)の嬰紫を加味する方向であると
蓄え

る。今後とも教育目標及び教育内容を個々の学生のニーズに対応さ
せ

っつ、同時に、学生の個別的な目標が効率的に達成されるよう
なプロ

グラムの構成と各コースの教材開発及びコース運営が要求されよ
う。
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